
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 



900,000

900,000

900,000

400,000

2,200,000



規約等改正のポイント
会計年度

毎年4月～翌年3月→1月～12月
理事の選任

任期 3年→2年
会員選挙で選任された理事の推薦で選任する理事

現行は得票順が慣例→選挙の結果を勘案する必要はないことを明記
選挙 郵送のみ→オンラインを可とする
理事⾧の選任 規定なし→通算2期を超える選任を辞退できる

会費 正会員8000円→7000円、学生会員5000円→3000円 シニア会員資格年齢65歳→60歳
顕彰制度

研究奨励賞（50歳未満） → 優秀研究賞（全会員対象）
若手研究奨励賞（45歳未満）

毎年選考 → 2年に1度選考
ラテン・アメリカ論集

投稿は毎年5月10日まで → 常時受け付け、採択決定次第J-Stageで早期公開

各1点

2023年度会員総会付属資料
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繰越金(右軸) 収入 支出 線形 (繰越金(右軸)) 線形 (収入) 線形 (支出)

学会会計の収支と繰越金の推移について
• 会費収入と標準的支出（論集・大会・事務局）の推移を表す。支出の変動は論集支払いが繰り越さ
れて翌年度2年分支払われたことによる。2020年度の会費収入はコロナの影響で徴収を遅らせ、一
部は翌年度に算入された。

• 実績値（点線）から計算した近似傾向（実線）は、収入と支出の差が広がっていることを示す。歴
代理事会の努力のおかげで、会費納入会員数の増加と滞納会費徴収により収入が増加し、論集印刷
費の抑制と事務の効率化・オンライン化により支出の増加が抑制されている。

• 繰越金は2022年度に論集既刊分J-Stage掲載の費用を約70万円取り崩した。これがなければ繰越金は
増加傾向にある。



費目
標準年間
予算 会員区分

2023.11
会員数
(1)

現会費
(2)

現会費収入
(1)×(2)

新会費
(3)

新会費収入
(1)×(3)

会員数
予測(4)

会費収入予測
(3)×(4)

学会誌 400,000 正会員 120 8,000 960,000 7,000 840,000 120 840,000

大会開催費 250,000 学生会員 12 5,000 60,000 3,000 36,000 12 36,000

事務局経費 250,000 シニア会員 9 3,000 27,000 3,000 27,000 20 60,000

年間支出計 900,000 合計 141 1,047,000 903,000 152 936,000

会費改定後の収支の見通しについて
• 支出は現状維持を想定し、年間予算を90万円とする。
• 会費改定によって、会員数を現状通りとすると1,047,000円－903,000円＝144,000円の減収が予想さ
れるが、収支均衡を維持できる見通し。

• 今後、正会員からシニア会員に移る会員の増加が予想されるが、会費の着実な徴収と、正会員、学
生会員数を現在の水準に維持する努力により、収支均衡を維持できる見通し。
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